研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　社会復帰訓練Ｇ　　　　Ｓ.Ｇ.Ｍ　　　　　　　　　長谷部拓生

	期　　間　　平成22年12月3日　～　平成22年12月6日

	出張目的　　勤続5年海外研修参加

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体考察】

　出発前に…

医療法人財団青仁会は、勤続年数５年目にしてグアム研修の対象職員となるが、昨年は母の体調が思わしくなく今回の参加となった。もともと旅慣れていない私にとって、昨年度の韓国旅行に続いて２年連続の海外旅行（今回は研修だが）は、これまでの人生の中でもありえない事で、普段から家族をどこにも連れて行ったことのない私は、やや後ろめたい気分旅行準備をした。それでも私自身は、日々の業務疲れ？とリフレッシュの意味で大変ありがたい研修となったのだが、家族は少なからずとも冷ややかな視線で見送っていたことは、背中に十分感じられた。妻からの小遣い銭も予想通り少なく出発前に銀行で両替した際には“円高で良かった”と痛感したが、現地では期待したほど円高の恩恵は感じられなかった。

グアムの経済状況について…

今年前半から円高に加え日本から３時間程度で南国リゾートに移動できる事で、日本からの観光客は過去に例を見ないほど増えている旨の記事が地元の情報誌に掲載されていた。タモンエリアのショッピング街ですれ違う観光客の殆どが日本人であり、その他中国人・韓国人のアジア系観光客で占められている。ショッピングセンターでは、円高の恩恵で普段購入できない商品の購入も期待していたのだが、実際は割高であり商品の正規価格を知らなければ割高で購入してしまうと感じた。観光産業により成り立っている国であるが、低価格のツアーなどにより収益を出しにくい観光産業モデルが定着した事により、観光客が利用するショッピングセンターやＤＦＳ、地元スーパーでさえどの商品も割高に設定されており、円高効果は感じられなかった。地元のタクシー運転手からチャモロ人の時給について尋ねると「１時間あたり平均550円で、働けるのであれば何時間でも働く」とのことであった。別の運転手仲間は、日中は病院（看護師）、夜間はタクシーで働き１日3時間くらいしか眠る時間がないとうい仲間もいると話されていた。特にフィリピン系移民の多くは客室清掃や警備、建設現場の重労働に従事する方が多く良い環境で雇用されるものは少ないとの事であった。

グアムの歴史について…

今回のグアム旅行に参加する直前に偶然テレビで放映されていたグアムの歴史（日本軍の占領）について観ていた。グアムは「大宮島」として日本に統治された歴史を持つ。1941年12月8 日（日本時間）、ハワイ・オアフ島への航空攻撃（いわゆる真珠湾攻撃）から数時間後、日本軍は米領グアムにも航空攻撃をおこない、それから3 日後の12月10日に同島を占領した。以来、米軍が再上陸作戦をはじめる1944年7 月21日までの約32ヵ月間、日本はグアムを「大宮島」と改名し、領有した。現地住民に日本語教育をおこない、日本式の生活習慣を広めようとした、とキャスターは伝えた。また、戦争の爪痕として、今でも当時の戦車や航空機攻撃用の移動式大砲などがそのままの状態で放置されている映像が映し出され、何気なく見ていた私はそこの現地に行き当時の様子を考え実際に自分の目で観たいと思っていた。２日目ホテル前のタクシーを貸しきり南部の観光をした際にその場所に行くことは可能かと尋ねたが、場所が離れていると断られ非常に残念に思った。

　また、アメリカ軍の猛攻撃に敗れ奪還され、ポツダム宣言（1945）受諾によって日本軍の無条件降伏が発令されたが、知らされずに残された、日本兵　歩兵第38連隊に伍長の横井庄一さんについても興味があり今回の研修でぜひ触れてみたいと考えていた。

横井さんが現地で発見されて日本へ帰還したのが1972年（昭和47年）当時の私は小学校1年生であったが今でも横井さんが羽田空港で発した「恥ずかしながら帰って参りました」という言葉・映像が記憶にあり、タロフォフォの滝を見学できたことは、今回の研修の中でも強烈に印象に残っている。

タロフォフォの滝のパンフレットには、「英雄　横井ケーブ」と印刷されており、「横井さんはグアムでは英雄であり、尊敬されている。自分を自然に適応させ28年ものジャングルで生き延びた。そして彼は祖国を愛していた」と紹介されている。
グアム島での出来事…
　グアムはミクロネシア地域に位置するマリアナ諸島の南端の島であり、面積は約549平方キ
ロで、日本の淡路島とほぼ同じ大きさである。島の先住民であるチャモロ人はグアムを含むミクロネシア地域に数千年前から住み、グアムでは彼らが使用するチャモロ語が英語と並んで公用語とされている。

　浜辺でも街中でもチャモロ人は陽気にまた愛想よく声を掛けてくれるが、旅慣れていない私にとってはやや苦手な場所としてグアムでも自分の器の小ささを露呈してしまっていると内省。また、出発前から成田空港で方向音痴になってしまい、理事長の姿を探すことに専念してしまっている自分は、普段の業務同様、頼りっぱなしであると痛感する。現地では、今回同行した通所リハビリテーションスタッフと同行したこと、また、業務中では見る事の出来ない一面や会話を楽しみ親睦を図る事ができたことで研修目的はある程度達成できたと思われる。

　グアム島での出来事、印象は？と振り返りをすれば横井ケーブを見学できたこと、浜辺で日々の出来事をすっかり忘れ読書したことが一番に思い出される。

【１日目】

１５：２０　グアム到着（悪天候により約２０分の遅れが出る）

１６：００　ショッピング（ＤＦＳギャラリア）

１９：００　夕食（将軍）

２０：３０　ショッピング（タモン・サンズ・プラザ）

２２：００　ホテル

【２日目】

７：００　タモンビーチを散策

１０：００　飯野ＳＧＭ、上野ＪＧＭとグアム南部の見学（タクシーにて）

　　～

１５：４０　リーフホテル到着

１９：００　全員でリーフホテル近くにある餃子屋台で夕食

２２：００　理事長、小笠原とホテルで親睦会

【３日目】

７：００　タモンビーチを散策、朝食

８：００　朝食

～　　　

１４：００　ホテルのプール、浜辺で読書

１５：００　ショッピング

１９：００　長谷部ＳＧＭと合流

１９：３０　全員でＳＥＡＦＯＯＤ　ＣＨＥＦで夕食

２２：００　全員での親睦会

４日目のスケジュール

　７：３０　タモンビーチを散策

　９：００　砂浜でグアムの海を満喫

１１：００　帰国準備

１２：００　リーフホテル周辺を散策

１３：００　リーフホテルロビー集合

１８：４５　帰国
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